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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、腫瘍壊死因子（TNF）リガンドファミリーに属するサイトカインである。このサイトカインはTNFRSF27/CD27のリガンドであり、活性化Tリンパ球およびBリンパ球の表面抗原であるが、休止期Tリンパ球およびBリンパ球の表面抗原ではない。共刺激を受けたT細胞の増殖を誘導し、細胞傷害性T細胞の産生を促進し、T細胞の活性化に寄与する。また、このサイトカインはB細胞の活性化、ナチュラルキラー細胞の細胞傷害性機能、および免疫グロブリン合成の調節にも関与することが報告されている。[RefSeq提供、2008年7月],機能：CD27に結合するサイトカイン。T細胞の活性化に関与する。共刺激を受けたT細胞の増殖を誘導し、細胞傷害性T細胞の産生を促進する。,類似性：腫瘍壊死因子ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ三量体。,
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	CD70 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000に希釈したCD70ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

